
地域資源や地域特性を活かした特色のあるまちづくりを推進するため「地域の力（考え）で地域を
育てる」地域まちづくりをすすめています。市内各地域の地域まちづくり活動団体によって取り
組まれている地域まちづくりなどを地まちのチカラで情報発信します。 vol.91
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Ｑ まちづくりに取組んできた中でうれしかったこと
Ａ通りすがりの方に ’懐かしい’ と喜んでいただけたり、この家(自宅)が
もとで繋がったご縁ができたこと。’まちづくり’ はこれから少しずつ‥
Ｑ これから取組みたいと考えていること
Ａ頑張って宅建試験に受かり不動産屋を開業して古い建物を残す活動を
するのが夢です。昔ながらの町並みが残っていったらいいです。
Ｑ 最後にひとこと
Ａ一軒でも多くの古き良き建物が壊されずに残っていきますように！
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本年度も名古屋都市センターでは、まちづくり活動助成（スタートアップ部門・団体づくり助成）
と、地域まちづくり活動助成（成⾧支援・実践活動助成）の募集を行い、助成団体を決定しました。

今回お話を伺ったのは、北区中杉で夢を育む白鳥さんです。古い
酒屋看板の残る店の解体現場に遭遇し「なんで壊すんですか?こう
いう家好きな人いるのに‥」と聞くと「もう少し早く会えたらよか
った‥」と言われた。⾧年暮らした家を離れたおばあさんが、その
家が壊されず手入れされ、誰かが住んでいる事を知って喜んだ。そ
んな出会いが重なり不動産屋で働き始める。解体現場で昔の襖やガ
ラス戸を譲り受け、家へのこだわりを否定せず一緒に考えてくれた
大工さん達と共に古い家を直したご自宅は、歴史も思い出もいっぱ
いの、裏庭から風の通り抜ける、ひんやりした空間でした。(酒井)

今回申請のあった７団体全てを助成団体として決定しました。選考は一般公開のプレゼン審査で行
われ、各団体の発表からは、それぞれの地域の現状や課題、その解決に向けての提案と、地域への想
いを直接聞くことができました｡「若い人にもまちに愛着を感じて欲しい！」 「もっと生の声を集め
たい！」「過去だけでなく未来に向かっていくものにしたい！」といった前向きな言葉からは、皆さ
んのまちのために何かしたいという情熱がひしひしと伝わりました。

今回は１５件の申請があり、選考の結果、１２団体を助成団体として決定しました。今年度よりは
じまった事前相談中、多数の団体のお話を伺いました｡申請には、地域のコミュニティ形成や防災の
仕組みづくり、本や花壇を核とした活動など、皆さんの「まちをよくしたい！」という想いのこもっ
た、さまざまな活動の提案がありました。皆さんの熱意溢れる活動を精一杯応援してまいります。

選考会の様子


